
一
面

の
銀

世
界

　
１

月
11

日
か

ら
12

日
に

か
け

て
、

長
島

町
全

域
に

雪
が

降
り

積
も

り
、

島
内

は
一

面
の

銀
世

界
に

。
２

年
ぶ

り
の

大
雪

と
な

り
ま

し
た

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（

関
連

記
事

＝
Ｐ

３
）



↑開通した葛輪瀬戸線（本浦工区）

↑テープカットを行う関係者

地図で見る新旧路線

14
年
の
歳
月
を
経
て
完
成

郷
土
選
手
２
人
が
力
走
し
Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
に
貢
献

　

１
月
28
日
に
第
31
回
鹿
児
島
県
地

区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
、
本
町
出
身
の
湯
元
七
海
さ
ん

（
出
水
中
央
高
校
・
湯
ノ
口
出
身
）

と
久
保
亜
美
さ
ん
（
鹿
児
島
銀
行
・

川
床
下
出
身
）の
２
人
が
、出
水
チ
ー

ム
の
代
表
と
し
て
出
走
。
チ
ー
ム
の

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

　

２
区
を
走
っ
た
湯
元
さ
ん
は
、
体

調
を
崩
し
な
が
ら
も
、
粘
り
の
走
り

を
み
せ
３
位
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

最
終
６
区
を
任
さ
れ
た
久
保
さ
ん

は
、
区
間
５
位
の
力
走
を
見
せ
、
総

合
４
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

久
保
さ
ん
は
「
前
日
の
区
間
変
更

が
あ
り
最
初
は
不
安
だ
っ
た
が
、
沿

道
の
人
た
ち
の
応
援
が
力
に
な
り
最

後
ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
年
は
も
っ
と
力
を
つ
け
て
、

個
人
と
し
て
も
チ
ー
ム
と
し
て
も
今

年
よ
り
い
い
成
績
が
出
せ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

（
写
真
提
供
：
南
日
本
新
聞
社
）

第
31
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

↑たすきを受け取り 6 区を走りだす久保さん（写真左） ↑２区を走り終えたすきを託す湯元さん（写真右）

県
道
葛
輪
瀬
戸
線
（
本
浦
工
区
）
開
通
式

　

１
月
15
日
、県
道
葛
輪
瀬
戸
線（
本

浦
工
区
）
の
開
通
式
が
現
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

葛
輪
瀬
戸
線
の
本
浦
工
区
は
、
こ

れ
ま
で
本
浦
集
落
内
を
通
過
す
る
唯

一
の
路
線
で
あ
り
な
が
ら
、
道
幅
が

狭
く
カ
ー
ブ
の
多
い
道
で
、
農
水
産

物
輸
送
の
大
型
車
両
の
す
れ
違
い
に

支
障
を
来
す
だ
け
で
は
な
く
、
歩
行

者
の
通
行
も
危
険
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
こ
の
区
間
の
バ
イ
パ
ス
整
備
の

要
望
を
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
平
成

16
年
度
に
事
業
が
採
択
さ
れ
、
測
量

設
計
な
ど
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
っ
て
、

道
路
延
長
は
約
５
０
０
㍍
短
縮
さ
れ

る
と
と
も
に
、
設
計
速
度
は
時
速
30

㌖
か
ら
50
㌖
に
な
っ
た
ほ
か
、
幅
員

は
車
道
部
分
が
２
車
線
の
６
㍍
、
歩

道
部
分
が
２
・
５
㍍
に
な
る
な
ど
、

大
幅
な
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

14
年
の
歳
月
と
、
総
事
業
費
約

14
億
円
を
投
じ
て
迎
え
た
こ
の
日
の

開
通
式
に
は
、
鹿
児
島
県
北
薩
地
域

振
興
局
の
中
堂
薗
哲
郎
局
長
や
川
添

町
長
を
は
じ
め
、
町
議
会
、
工
事
に

携
わ
っ
た
施
工
業
者
、
地
域
の
関
係

者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。
神
事
と

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
後
、
パ
ト

カ
ー
を
先
頭
に
通
り
初
め
を
行
い
、

全
員
で
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

↑至　葛輪

↓至　瀬戸

本浦港

整備された
新路線

旧路線

↑通り初めを行う関係者や一般車両

　

１
月
11
日
の
未
明
か
ら
12
日
に
か

け
て
降
っ
た
雪
で
、
長
島
町
内
全
域

が
雪
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
全
域
で
の
積
雪
が
確
認
さ
れ

た
の
は
、
平
成
28
年
１
月
以
来
２
年

ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
雪
の
影
響
に
よ
る
農
作

物
へ
の
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
県
道
平
尾
川
床
線
と
県

道
葛
輪
瀬
戸
線
の
ほ
か
、
町
道
の
山

間
部
を
中
心
に
チ
ェ
ー
ン
規
制
が
か

か
る
な
ど
、
住
民
の
交
通
に
支
障
を

来
し
て
い
ま
し
た
。

島内全域が雪に覆われる

↑ 12 日の山門野集落の状況
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新
春
の
恒
例
行
事
、
長
島
町
消
防

出
初
式
が
１
月
14
日
、
町
総
合
交
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
に
は
、
消
防
団
員
や
蔵
之
元
小

学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
風
の
杜
子

ど
も
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
各
地
区

の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
ら
約
４
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で

幕
を
開
け
た
の
ち
、
風
の
杜
こ
ど
も

園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
観
閲
や

蔵
之
元
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
通
常
点
検
、
長
島
町
消
防
団
員

に
よ
る
通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
く
表
彰
で
は
、
団
員
や
団
員

婦
人
た
ち
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
防
火
・
防
災
ポ
ス
タ
ー
と
作
文

の
入
賞
者
へ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
昨
年
に
続
き
屋
内
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
風
の
杜

子
ど
も
園
マ
ー
チ
ン
グ
が
、
か
わ
い

い
な
が
ら
に
も
立
派
な
マ
ー
チ
ン
グ

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
消
防
団
に
よ
る
小
隊
訓
練
の
披

露
で
は
、
各
団
員
が
分
団
長
か
ら
の

号
令
が
あ
る
ご
と
に
、
一
糸
乱
れ
ぬ

規
律
で
訓
練
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

　
［
功
績
章
］

　

中
川　
　

正　
　

福
守　

一
浩

　

築
地　

隆
弘

　
［
精
績
章
］

　

中
村　

雅
洋　
　

江
口　

寿
樹

◇
鹿
児
島
県
知
事
表
彰

　
［
永
年
勤
続
（
40
年
）］

　

町
口　

孝
治

　
［
永
年
勤
続
（
10
年
）］

　

豊
田　

宏
光　
　

古
田　

陽
介

　

牧　
　

達
哉　
　

小
川　

智
弘

　

柏
木　

悠
肇　
　

濵　
　

史
郎

　

梅
川　
　

稔　
　

増
田　

卓
也

　

小
屋　

正
隆　
　

白
石　

隆
浩

　

小
畑　

利
文　
　

松
岡　

慶
太

　

町
田　

直
人　
　

大
平　

伸
也

　

宮
内
也
寸
志　
　

佐
々
木
真
吾

◇
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部
表
彰

　
［
永
年
勤
続
（
15
年
）］

　

内
田　

秋
宏　
　

小
屋　

昭
彦

　

米
尾　

定
固　
　

竹
之
内
信
一
郎

　
［
優
良
団
員
（
10
年
）］

　

中
納　

真
徳

◇
長
島
町
長
表
彰

　
［
永
年
勤
続
］

　

※
鹿
児
島
県
消
防
協
会
出
水
支
部

　
　

表
彰
（
優
良
団
員
）
に
同
じ

◇
長
島
町
消
防
団
長
表
彰

　
［
優
良
団
員
（
7
年
）］

　

石
元　

淳
平　
　

中
村　

龍
誠

　

野
澤　
　

昴　
　

森
山　

佳
治

◇
長
島
町
長
特
別
表
彰

　
［
永
年
勤
続
夫
人
］

　

内
田　

倫
美　
　

小
屋　

瑞
恵

　

米
尾　

智
恵

平
成
30
年
長
島
町
消
防
出
初
式

ま
ち
の
安
心
安
全
を
願
う

一
生
に
一
度
、
二
十
歳
の
門
出

平
成
30
年
長
島
町
成
人
式

　

１
月
４
日
、
長
島
町
の
新
年
を
彩

る
「
長
島
町
成
人
式
」
が
長
島
町
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
真
新
し
い

ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
振
袖
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
が
、
久
し
ぶ
り
に
再
開

す
る
友
人
や
家
族
と
笑
顔
で
喜
ぶ
姿

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
平
成
９
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
１
１
３
人
。
こ
の
う
ち
96
人

が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
添
町
長
の
式
辞
や

児
島
議
会
議
長
の
祝
辞
な
ど
の
お
祝

い
の
言
葉
に
続
き
、
新
成
人
を
代
表

し
て
竹
之
内
大ひ

ろ
き輝
さ
ん
（
指
江
）
が

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
東
條
晃て

る
ゆ
き志

さ
ん
（
上
揚
）
と
本
間
彩
さ
ん
（
平

尾
中
南
）
が
町
民
憲
章
を
朗
読
し
た

ほ
か
、
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
バ
イ
オ
リ
ン
ひ
ま
わ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

が
あ
り
、
今
回
の
成
人
式
運
営
委
員

ら
も
舞
台
に
上
が
っ
て
一
緒
に
バ
イ

オ
リ
ン
演
奏
を
披
露
。
各
中
学
校
の

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
も
上
映
さ
れ
、

会
場
は
笑
い
や
拍
手
に
包
ま
れ
、
笑

顔
の
門
出
と
な
り
ま
し
た
。

↑
長
島
・
平
尾
中
学
校
卒
業
生

↑鷹巣・川床・獅子島中学校卒業生

↑町長らによる消防団の通常点検

↑蔵之元小学校少年消防クラブによる通常点検 ↑防火防災ポスターおよび作文コンクールの入賞者↑風の杜こども園によるマーチング

↑初めて触るバイオリンで演奏を披露する運営委員↑国歌斉唱も新成人が演奏（下塩見明日香さん・小浜） ↑町民憲章を朗読する東條さんと本間さん
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わが町の地方創生

長島大陸料理人が本町の食材をＰＲ

　長島町を紹介するとともに、豊かな自然と、高
い技術のもとに生産される本町の特産品を、都心
部在住の人たちに広くＰＲし、さらなる消費拡大
や販売促進をはかる「ながしま美味でー」が１月
18 日、東京都港区の J

ジ ャ ス マ ッ ク

ASMAC 青山で開催されま
した。
　２年ぶりの開催となった今回は、昨年の７月に
長島大陸料理人として委嘱したフレンチレストラ
ン「M

モ ノ リ ス

onoLith」（東京都渋谷区）の石井剛
ごう

オーナー
シェフが、本町の食材を使い、料理を提供しまし
た。
　レセプションに参加した国会議員や県関係者、
本町にゆかりのあるかたがたは、石井シェフが手
がけた料理の数々に舌鼓を打ち、交流を深めてい
ました。
　この日は、石井シェフへ食材を提供している本
町の生産者も参加。生産者としての食材への思い
入れや、その食材をフランス料理へ取り入れた石
井シェフへの思いなどを参加者のかたがたへ伝え
ていました。

　昨年８月に開催した長島町地域おこし
協力隊報告会から半年が経過し、新たな
地域おこし協力隊も含めて 11 人が町内
外でさまざまな活動を行っています。
　そこで、「第４ 回長島町地域おこし協
力隊員大報告会」を次のとおり開催しま
す。
　これまでの活動と今後の抱負を紹介し
ます。興味のある人、時間のある人はぜ
ひお越しください。
○日　時　２月 23 日（金）　17:30 ～
○場　所　長島町開発総合センター
○その他　途中入退出可能
◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生
　☎（86）1111［代表］

長島町地域おこし協力隊大報告会を開催

土井　隆さん 太田　良冠さん 神明　竜平さん明石　照久さん

地域おこし協力隊
～新たに１人を採用～

　町では、１月から新たに１人を「地域おこし協
力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流人口の
拡大や、地域資源の発掘・情報発信に取り組んで
いきます。

小
こ く ぼ

久保 葵
あおい

さん (31)
　今年 1 月から地域おこし協力隊になりました。長島町
を舞台に撮影される劇場用映画の制作、アシスタント業
務、およびウェブサイト上での動画発信を担当します。
ビデオグラファーとしての経験やスキルを生かして地域
に貢献できたらいいなと考えています。それから、「食」
にも携わりたいと考えています。映像と食を柱に活動し
ます。よろしくお願いします。

鬼氣　悟士さん・益田　菜央子さん

甲斐　友也さん

益田　啓光さん 田ノ上尚吾さん

小久保　葵さん白鳥　　薫さん

「高校って何のために行くの？」みんなで考えよう
ワークショップを開催 長島大陸Ｎセンター

　１月28日、長島大陸Ｎセンターでワークショッ
プ『「高校ってなんのために行くの？」みんなで
考えよう』を開催しました。
　町内はもとより町外からの参加者も集まった今
回は、Ｎ校生のプレゼンテーションに始まり、３
つのグループに分かれてワークショップを行いま
した。
　参加者からは「このワークショップが将来のこ
とについて考えるきっかけになった」などの声を
聞くことができました。

↑助言者の話を聞く参加者

　１月 20 日、東京で「Nagashima Yoimai Night 
in Tokyo」を開催しました。
　このイベントは、日ごろスーパーなどでは見る
ことのできない食材を、消費者に見て・触れても
らうことで、長島の食材の豊富さ・美味しさを感
じてもらうために開催したものです。
　今回は、鰤王、むじょかさば、cocoromiso、
ヒオウギ貝、島娘、アオサ、赤土ジャガイモなど
多くの本町の食材を揃えて開催。目の前でブリを
さばいたり、ヒオウギ貝を一緒に開けたりした後
に料理を堪能した参加者らは、とても満足した様
子でした。
　今後は、F

フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook や S
ス カ イ プ

kype などのソーシャル・
ネットワークキング・サービス（SNS）を利用し、
消費者と本町の生産者が繋がる仕組みを作っていき
ます。

N
な が し ま

agashima Y
よ い ま い

oimai N
な い と

ight in Tokyo を開催

↑参加者の前でさばいたブリは、ブリしゃぶに

↑今回のイベントはＳＮＳ
　を利用して参加者を募集

ながしま美
うんまか

味でーを都内で開催

↑生産者の声を聞く参加者

↑鰤王の半生グリルトリュフ
のヴィネグレットソース

↑黒牛のランプ、イチボのロー
ストビーフ赤土ジャガイモ添え

↑ cocoromiso 入りクラム
チャウダー

↑むじょか鯖のパイ包み焼き
白ワインソース
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長島町地域包括支援センターだより
長島元気ＧＯＧＯ！体操で、いつまでも自分の足で歩いて行こう！

「指江元気ＧＯＧＯ！グループ」
　同グループは、指江集落内の有志が集まり、平
成 29 年 11 月に立ち上げました。
　運動の必要性は十分感じていながらも、なかな
か継続するのは難しいですが、見慣れたメンバー
同士で励まし合いながら参加しています。第 2・
第 4 火曜日が活動日で、毎回 15 人ほどが参加し
ています。住民同士で血圧を測り、お互いが顔を
合わせて健康状態の把握ができる場となっていま
す。
　長島町地域包括支援センターでは、集落単位の
活動を支援していますので、グループ立ち上げに
関するご相談をお待ちしています。いつまでも自
分の足で歩けるようサポートしていきます。 ◎問い合わせ先

　長島町地域包括支援センター
　☎（86）1153［直通］

↑長島元気 GOGO! 体操を実践する参加者たち

使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金！
鹿児島県最低賃金は時間額 737 円

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

737 平成 29 年 10 月１日

◎問い合わせ先
　鹿児島労働局賃金室　☎ 099（223）8278
　川内労働基準監督署　☎ 0996（22）3225

　現在の鹿児島県の最低賃金は、次のとおりとなっています。使用者も労働者も、必ず
鹿児島県の最低賃金を確認しましょう。

※最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなど
　すべての労働者に適用され、使用者は労働者に
　対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなければ
　なりません。
※特定最低賃金（産業別最低賃金）は、県内の特
　定の産業の労働者と使用者に適用されます。
　地域別と産業別の両方の最低賃金が同時に適用
　される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃
　金を支払わなければなりません。
※最低賃金には、次の賃金は算入されません。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　②一月を超える期間ごとに支払われる賃金 ( 賞与など）
　③時間外・休日・深夜労働に対する割増賃金　
　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

特定最低賃金
（産業別最低賃金）

最 低 賃 金 額
時 間 額 （円） 効 力 発 生 日

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業（医療
用計測器製造業を除く、た
だし心電計製造業は含む）

765 平成 30 年１月６日

自動車（新車）小売業 799 平成 29 年 12 月 22 日

百貨店・総合スーパー 737 平成 29 年 10 月１日
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４
日

７
日

９
日

10
日

11
日

14
日

15
日

17
日

18
～
19
日

19
日

22
日

23
日

24
日

25
日

27
日

29
日

30
日

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

仕
事
始
め
式（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
成
人
式　
　
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

鬼
火
焚
き
、
初
会　
　
　
　
（
町
内
各
集
落
）

県
庁
ほ
か
年
始
あ
い
さ
つ
回
り（
鹿
児
島
市
）

離
島
振
興
事
業
成
婚
者
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

民
生
委
員
定
例
会

　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

鹿
児
島
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
交
流
会（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
消
防
出
初
式

　
　
（
長
島
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
）

葛
輪
瀬
戸
線
本
浦
工
区
開
通
式　
　
（
本
浦
）

九
州
地
区
町
村
会　

会
長
会　
　
（
大
分
県
）

中
央
省
庁
要
望
活
動
、
な
が
し
ま
美
味
で
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

離
島
緊
急
医
療
意
見
交
換
会
お
よ
び
謝
恩
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

新
国
保
税
調
整
協
議　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

天
長
フ
ェ
リ
ー
構
造
改
革
検
討
委
員
会（
役
場
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
域
保
健
医
療
圏
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
サ
ミ
ッ
ト　
　
　
　
（
東
京
都
）

自
治
協
会
評
議
員
会　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

都
道
府
県
町
村
会
長
会
・
正
副
会
長
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

県
関
係
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会（
東
京
都
）

長
島
の
子
表
彰
式　
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

水
産
業
振
興
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

平
成
30
年
度
当
初
予
算
町
長
査
定　
（
役
場
）

１月

　伝説の家政婦、志麻さんがプ
ロの味を手早く簡単に家庭で再
現するコツを紹介します。

　かわいくてリリしい愛すべき犬
たちを、毛糸のぽんぽんで作って
みませんか？

ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｏ
ｔ
ｒ
ｉ　

著

「
犬
ぽ
ん
ぽ
ん
」

著
　
志
麻

「
志
麻
さ
ん
の
プ
レ
ミ
ア

ム
な
作
り
お
き
」

初
明
り
ツ
ン
と
西せ

ご郷
ど
ん
世
を
見
据
ゑ　
　

淵
脇　
　

護

松
明
や
ひ
と
つ
焦
げ
た
る
パ
ン
ケ
ー
キ　
　

白
男
川
孝
仁

底
冷
や
伴
天
連
島
の
四
郎
像　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

羽
子
板
や
嬰
に
祝
ひ
の
花
結
び　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

鏡
台
と
こ
こ
に
古
り
け
り
初
化
粧　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

雑
煮
餅
ど
か
つ
と
座
る
椀
の
中　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

住
み
古
り
し
こ
こ
に
如
く
無
き
初
景
色　
　

迫
口　

君
代

根
づ
け
よ
と
正
門
に
挿
す
鳥と
ぶ
さ
ま
つ

総
松　
　
　
　

脇
田　

武
志

夢
太
く
濃
く
揮
毫
せ
る
二
日
か
な　
　
　
　

山
田　

哲
夫

喪
正
月
な
に
す
る
と
な
く
日
暮
れ
け
り　
　

大
堂　

正
弘

蝋
梅
の
香
り
ほ
の
か
に
七
七
忌　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

鰤
起
し
沖
に
白
波
豊
漁
か
な　
　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

フ
ェ
リ
ー
の
吃
水
深
き
三
ケ
日　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

［
短
歌
］

雪
降
れ
ば
彼か

の
日
麦
踏
み
想
い
出
す
父
に
連
れ
ら
れ
兄
と

行ゆ

き
し
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

嬉
し
か
な
店
に
並
び
し
島
美
人
故ふ

る
さ
と郷

キ
バ
レ
二
本
買
い
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

健
康
の
た
め
に
と
山
に
登
り
つ
つ
緑
の
風
を
友
達
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

幼
子
が
冬
は
ど
う
し
て
寒
い
の
と
聞
き
を
る
そ
ば
に
居
合

わ
せ
た
朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

世
渡
り
は
言
葉
が
大
事
考
へ
て
受
た
る
人
は
気
持
ち
良
い

か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

大
寒
の
水
の
指
先
に
痛
か
り
き　
　
　
　
　

宗
方　

枕
流

墓
の
辺
に
四
季
の
花
ば
な
絶
ゆ
る
な
く
育
つ
る
人
の
心こ

こ
ろ
ば延

へ
深
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

床と
こ

替
ふ
る
吾
に
た
は
む
れ
角
か
ざ
す
若
牛
の
角
い
ま
取
ら

れ
ゐ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

目
覚
む
れ
ば
ひ
た
白
き
雪
の
世
界
な
り
空
気
の
音
す
る
如

き
静
け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

朱あ
け

に
染
む
雲
を
残
し
て
山
の
端
に
落
ち
ゆ
く
夕
日
庭
に
眺

む
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

緑
深
き
山
に
白
雪
積
り
ゐ
て
朝
陽
に
輝

か
が
よふ

わ
が
目
の
当
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

水
仙
の
花
咲
き
初
む
る
霜
の
あ
さ
日
の
差
す
片
よ
り
融
け

て
ほ
ぐ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

心
地
よ
き
元
旦
の
朝
厨
辺
に
孫
娘
の
つ
く
る
雑
煮
が
匂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

窓
越
し
に
雪
降
る
港
に
鳶
高
く
鴎

か
も
めら
低
き
を
飛
び
て
静
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

悲
喜
と
も
に
わ
れ
癒
さ
れ
し
故
郷
の
灯
台
の
灯
の
心
に
ゆ

ら
め
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

企画しています。
   今年は故郷鹿児島が「明治維新 150 周年」
と「西郷どん」で脚光を浴びています。関西在
住の長島町ゆかりの皆さんで元気いっぱい盛り
上がりましょう。
　会員の皆さんのご参加をお待ちしています。

　関西ながしま会では、第 11 回関西ながしま
会交流会を開催します。
　当日は長島町からの来賓を迎え、故郷の近況
などを聞いて、『さつま島美人』を囲んで参加
者の皆さんの絆を深めていきます。
　会では会員の皆さんの演芸のご披露と、ブリ・
焼酎をはじめ長島の特産品が当たる大抽選会を

↑第 10 回交流会の様子

第 11 回関西ながしま会交流会を開催

○開催日時
　３月 18 日（日）午前 11 時 30 分～午後３時
　（受付　午前 10 時 45 分～）
○開催場所
　太閤園　ダイヤモンドホール（迎賓館３階）
　大阪市都島区網島町９‐10
　☎ 06（6353）1110

○会費
　男性＝ 9,000 円 / 女性＝ 8,000 円
○交通機関
　ＪＲ東西線　「大阪城北詰駅」下車
　３号出入口から徒歩約３分
◎問い合わせ先
　関西ながしま会事務局　赤瀬　隆治
　☎ 0743（54）5696

1011



障
害
者
計
画
お
よ
び
第
５
期
障

害
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
害
児

福
祉
計
画
の
意
見
を
公
募

　

障
害
者
計
画
お
よ
び
第
５
期
障

害
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
害
児
福

祉
計
画
は
、
町
民
が
障
害
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
質
の
高
い
生
活
の

実
現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
る
社

会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
た
め
、
本
町
の
障
害
者
施
策
推

進
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

　

障
害
者
福
祉
計
画
は
、
平
成
30

年
度
以
降
の
6
年
間
、
第
5
期
障

害
福
祉
計
画
・
第
1
期
障
害
児
福

祉
計
画
は
平
成
30
年
度
以
降
の
3

年
間
の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
案
に
対
し
て
、
町
民

の
か
た
が
た
の
意
見
を
聞
く
た

め
、
役
場
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
閲
覧
の
機
会
を
設
け
、
意
見
を

公
募
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
意
見

は
、
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
貴

重
な
材
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

○
募
集
期
間

　

２
月
13
日（
火
）～
２
月
28
日（
水
）

○
対
象

　

長
島
町
民
の
か
た

○
閲
覧
場
所

　

長
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場

１
階
ロ
ビ
ー
、
役
場
指
江
庁
舎
１

階
ロ
ビ
ー

○
意
見
提
出
方
法

　

原
則
と
し
て
、
意
見
用
紙
を
用

い
て
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

意
見
を
記
入
し
、
直
接
窓
口
に
提

出
す
る
か
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
用
紙
は
、
閲
覧
場
所
に
あ

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
交

換
は
２
月
ま
で

　

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ

ン
ト
事
業
お
よ
び
高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
事
業

に
登
録
し
て
い
る
人
は
、
２
月
末

が
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
締
め
切
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
関
係
書
類
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

　

交
通
事
故
や
病
気
な
ど
の
危
険

か
ら
守
る
た
め
に
、
猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
猫
は
、
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
と
、
室
内
で
も
十

分
生
活
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
ん

尿
や
菜
園
荒
ら
し
な
ど
、
周
り
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
不
妊
・
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
な
猫
に
手
術
を
す
る
の
は

か
わ
い
そ
う
、
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
産
ま
れ
た

子
猫
を
責
任
を
持
っ
て
飼
う
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
不
幸
な

命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
不
妊
・
去
勢
手
術
は
、
病
気

の
予
防
や
マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減

少
に
も
な
り
ま
す
。

○
所
有
者
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う
に
、

所
有
者
を
明
示
し
ま
し
ょ
う
。
開

い
た
ド
ア
や
窓
の
隙
間
か
ら
脱
走

し
た
り
、
突
然
の
災
害
で
行
方
不

明
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
名
前
や
連
絡
先
を
書
い
た
迷

子
札
を
首
輪
に
つ
け
た
り
、
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
を
施
す
こ
と
で
、
飼

い
主
の
元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

鹿
児
島
県
霧
島
ア
ー
ト
の
森
の

臨
時
休
園

　

鹿
児
島
県
霧
島
ア
ー
ト
の
森
で

は
、
収
蔵
作
品
の
燻
蒸
処
理
等
実

施
の
た
め
、
次
の
期
間
、
臨
時
休

園
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

○
休
園
期
間

　

２
月
19
日（
月
）～
２
月
26
日（
月
）

　

の
８
日
間

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
霧
島
ア
ー
ト
の
森

　

☎
０
９
９
５
（
７
４
）
５
９
４
５

平
成
29
年
分
確
定
申
告
の
期
限

内
納
付
と
振
替
期
日

　

納
税
は
近
く
の
金
融
機
関
（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
や
税
務
署

の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
な
ら
び
に
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る

「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

利
用
し
て
い
な
い
人
は
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

少
量
危
険
物
の
貯
蔵
ま
た
は

取
り
扱
い
に
つ
い
て
お
願
い

　

少
量
の
危
険
物
を
貯
蔵
ま
た
は

取
り
扱
う
場
合
は
、
阿
久
根
地
区

消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
に
基
づ

き
消
防
署
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。

　

指
定
数
量
の
５
分
の
１
以
上

（
個
人
の
住
居
は
２
分
の
１
以

上
）
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を

「
少
量
危
険
物
」
と
い
い
ま
す
。

身
近
な
危
険
物
で
は
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
お
よ
び
重
油
が
該
当

し
ま
す
。

　

ま
た
、少
量
危
険
物
の
移
送（
ミ

ニ
ロ
ー
リ
ー
車
な
ど
）
に
つ
い
て

も
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で

の
一
週
間
に
わ
た
り
、
春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
」

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３

猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間

　

２
月
は
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月

間
で
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
猫
の
繁
殖
時

期
が
始
ま
る
２
月
を
「
猫
の
適
正

飼
養
推
進
月
間
」
と
定
め
、
猫
の

終
生
飼
養
お
よ
び
適
正
飼
養
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

猫
を
飼
う
と
き
は
、
次
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

な
お
、
平
成
29
年
１
月
か
ら
、

振
替
納
税
に
係
る
領
収
書
は
送
付

し
て
お
ら
ず
、
書
面
に
よ
る
証
明

が
必
要
な
人
に
は
、
口
座
振
替
が

さ
れ
た
旨
の
証
明
を
行
い
ま
す
。

○
平
成
29
年
分
確
定
申
告
の
納
付

期
限
と
振
替
納
税
の
振
替
日

・
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

納
付
期
限　

３
月
15
日
（
木
）

振
替
納
税
振
替
日　

４
月
20
日
（
金
）

・
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

納
付
期
限　

４
月
２
日
（
月
）

振
替
納
税
振
替
日　

４
月
25
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

で
相
続
手
続
き
を
応
援

　

法
務
局
で
は
、
法
定
相
続
人
が

誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明

す
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」
を
平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

　

相
続
手
続
で
は
、
亡
く
な
っ
た

人
の
戸
籍
謄
本
な
ど
の
束
を
、
相

続
手
続
を
取
り
扱
う
各
種
窓
口
に

何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、

登
記
所
（
法
務
局
）
に
戸
籍
謄
本

な
ど
の
束
を
提
出
し
、
相
続
関
係

を
一
覧
に
表
し
た
図
（
法
定
相
続

情
報
一
覧
図
）
を
併
せ
て
提
出
す

れ
ば
、
登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に

認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料
で

必
要
な
通
数
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。

　

そ
の
後
の
相
続
手
続
で
は
、
こ

の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
戸
籍
謄
本

な
ど
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各

手
続
の
審
査
機
関
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
法
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
６
７
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↑スイセンの花を眺めながらウォーキング

第 16回長島すいせんウォーク

天の中、笑顔でウォーキング晴
　１月 20 日、第 16 回長島すいせんウォークが
開催され、町内外から約 1,300 人が参加しました。
　晴天に恵まれたこの日、参加者らは長島町文化
ホールを発着点とするすいせんめぐりコース（12
㌔）と古墳めぐりコース（６㌔）の２コースに分
かれ、沿道のスイセンの花や国道からの景色を眺
め、思い思いのペースでウォーキングを楽しんで
いました。
　すいせんめぐりコースの途中では、唐隈子ども
育成会がボランティアとして参加し、参加者らに
ミカンやジャガイモを配布するなど、大会を盛り
上げていました。

↑感謝状を手にする餅原さん（写真中央）

法務大臣感謝状を受賞

権擁護委員として 12年間従事人
　 人権擁護委員の餅原美榮子さん（川床中）の
法務大臣感謝状贈呈式が１月 26 日に役場で行わ
れ、鹿児島地方法務局川内支局の染川洋一郎支局
長から感謝状が伝達されました。
　餅原さんは、平成 18 年に人権擁護委員として
委嘱されてから今回の退任までの 12 年間、特設
人権相談や町内の小・中学校における人権教室の
開催、人権の花運動などを通して人権擁護に尽力
されました。この長年の功績を認められ今回の受
賞となりました。

長島の子表彰式

どもたちの優れた個性を伸ばす子
　１月 27 日、長島の子表彰式が長島町文化ホー
ルで開催されました。これは、町内児童生徒の優
れた個性を発見、表彰することで心身ともに健全
な児童生徒を地域ぐるみで育てることを目的とし
ています。
　賞は奉仕・親切・スポーツ・学芸・読書・創造・
勤労・友情・特別賞の９つがあり、今年は町内の
小学 6 年生 113 人と中学生１人、高校生１人に
賞状とメダルが一人ひとりに贈られました。
　受賞者を代表して濵田ひかりさん（城川内小・
６年）は「今日の表彰で褒めてもらった『自分な
りの良さ』を大切にしてさらに素晴らしい長島の
子を目指してがんばります」とあいさつしました。

↑一人ひとりに賞状とメダルが手渡される

宝くじ助成金で防犯灯を設置

落の防災に一役集
　平成 29 年度宝くじ助成金により、要望のあっ
た伊唐、浜漉、山寺集落など 25 集落に合計 25
基の防犯灯が設置されました。
　この取り組みは、住民らが自主的に行うコミュ
ニティ活動の促進と夜間の交通事故防止や犯罪を
未然に防ぎ、地域の安心・安全を確保するための
ものです。

↑賞金と友人からの祝電を手に笑顔の竹之内さん

2018 年南日本新聞新春文芸

歌部門で見事一席を受賞短
　元日の南日本新聞に 2018 年新春文芸の入選作
が発表され、短歌部門で、本町文化協会長の竹之
内重信さん（蔵之元）の作品が見事第一席で紙面
を飾りました。
　約 300 首近い応募作品の中から、一席を獲得
した竹之内さんの作品を、選者の永田和宏氏は「ま
さに一族集まっての新年会の喜びというべきだろ
うが、第四句の『膳を跨ぎて』がすべてだろう。
この句にその勢い、一座の華やぎが感じられる」
などと評されています。
受賞作品
「新年会叔父が踊れば次々と膳を跨ぎて親

うから

族踊れり」

東神楽町ウィンタースクール

海道東神楽町の子どもらと交流北

　町内の小学５・６年生の児童たち 20 人が、12 月
23 日から 27 日までの５日間、東神楽町ウィンター
スクールに参加しました。
　北海道東神楽町は、本町と同じ花のまちづくりを
推進しており、それを縁に平成 26 年度から児童た
ちの交流事業を行っています。
　参加した児童らは、現地の子どもたちと一緒に雪
遊びやジンギスカン料理を楽しんだりして、交流を
深めていました。
　今年の夏は東神楽町の児童が長島町を訪れ、さら
に交流を深める予定です。

↑山中集落に整備された防犯灯

↓
ス
キ
ー
体
験
を
す
る
児
童
た
ち
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10,610(ー18)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,127( ー 8)
5,483(  ー10)

  4,476(ー３)

　

長
島
に
春
の
到
来
を
告
げ
る
「
夢
追

い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
も
８
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　

今
年
は
、
３
月
24
日
か
ら
５
月
６
日

ま
で
の
44
日
間
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
を
中

心
に
開
催
し
ま
す
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、
７
月

か
ら
種
ま
き
を
し
て
育
て
た
春
の
花
ば

な
の
苗
を
11
月
頃
か
ら
植
栽
し
始
め
ま

し
た
。

　

１
月
の
大
雪
で
傷
ん
だ
花
も
あ
り
、

植
え
替
え
な
ど
が
必
要
な
所
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
厳
し
い
寒
さ
に
じ
っ
と
耐

え
、
春
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
順
次
植
栽
す
る
計
画
で

す
が
、
花
フ
ェ
ス
タ
期
間
中
飽
き
の
来

な
い
、
昨
年
と
違
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
を

心
が
け
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　

春
に
向
け
て
日
々
大
き
く
な
る
花
ば

な
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
１
月
４
日
の
成
人
式
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
20
歳
の
晴
れ

や
か
な
新
成
人
を
撮
影
し
な
が

ら
「
自
分
に
も
こ
ん
な
若
い
時
が

あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
」
と
20
年

前
を
振
り
返
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
新
成
人
の
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
の

年
を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

式
典
終
了
後
の
文
化
ホ
ー
ル
前

は
、
仲
間
や
保
護
者
と
の
記
念
撮

影
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
私

も
紛
れ
て
写
真
を
撮
っ
て
い
る

と
「
撮
っ
た
写
真
を
あ
と
で
ち
ょ

う
だ
い
！
」
と
声
を
か
け
る
保
護

者
が
多
数
…
、
振
り
向
く
と
、
い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
た

ち
ば
か
り
。
20
歳
も
離
れ
て
い
れ

ば
、
新
成
人
よ
り
も
そ
の
保
護
者

の
か
た
を
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は

当
然
で
し
ょ
う
か
。

　

改
め
て
で
す
が
、
私
に
声
を
か

け
て
下
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
さ

ま
、
写
真
の
件
は
い
ま
い
ち
ど
広

報
係
へ
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
助
か

り
ま
す
。

（
濵
田
将
尚
）

平成 30年１月 31 日現在
(　) 内は前月比

春
の
到
来
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
の

準
備
進
む

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］
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城山観光ホテルで長島フェア

　２月１日から 28 日の１カ月間、城山観光ホテ
ル（鹿児島市）内の５店舗で長島町の食材を使用
した期間限定メニューが提供されます。
　これは、城山観光ホテルの総料理長らが生産現
場を訪れた長島大陸視察ツアーを通じて実現した
フェアです。この機会にぜひ、足をお運びください。

○対象店舗
　・天麩羅 敬天
　・城山ガーデンズ水

すいれん

簾
　・トップグリルスカイラウンジ
　・割烹 楽水
　・パティスリーシロヤマカフェサロン
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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2/25
◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○出水病院 62-0419
○しもぞのクリニック 63-8300
○鶴見医院 73-0553
○つばさ歯科 62-8519
□しおかぜ薬局 88-6011
□五万石薬局 63-8800
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○こどもクリニック永松64-1500
○いまむらクリニック 73-1700
○よしもと歯科クリニック 75-3333
□クレモア薬局 63-5401
□かしま薬局 63-3970
□市民調剤薬局 68-0150
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○キッズクリニック 63-7707
○境田医院 67-2600
○門松医院 64-6100
○しお歯科医院 67-5844
□さくら薬局 63-7700
□エンジェル薬局 65-7637
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

春分の日

○鷹巣診療所 86-0054
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○福永内科循環器科 62-8200
○山田クリニック 72-0420
○こじま歯科医院 63-4618

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○よう皮ふ科医院 63-1112
○二宮医院 62-0167
○北国医院 72-0016
○スマイル歯科医院 75-3300
□しおかぜ薬局 88-6011
□あすか薬局 63-7322
□上野薬局 72-1016
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●３月 21 日は春分の日です。
　春分の日は「自然をたたえ、生物をいつくしむ」ことを趣旨としています。


